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大学地域連携学会「賛助会員」のご案内 

 

拝啓 

平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

大学地域連携学会の趣旨にご理解いただき，格別のご厚情・ご支援・ご協力を賜りますようお願い申し

上げます。つきましては，恐縮ではありますが，賛助会員としてのご入会をお願いいたします。 

敬具 

 

設立趣意 

 少子高齢化社会をむかえるなかで，大学のあり方も変化せざるを得ない状況にあります。大学は第一義

的に「学生」のために存在していますが，少子化の波は大学経営を直撃し，これによって学生教育のカリ

キュラムは多様性を失い，硬直化しつつあります。もはや大学の正課だけで多様な学生のニーズに応えら

れるような質の高い教育は困難な状況にあるといえるのではないでしょうか。また，大学がその知の中心に

据えてきた形式知，学問知の限界が語られるようになり，実務的な教育・研究によって会得できる実践知

が注目を集めている今日，大学の教育・研究は大きな見直しを迫られている現実があります。 

2005 年の中央教育審議会答申『我が国の高等教育の将来像』において，地域連携，産官学連携，国

際交流等といった「社会貢献」が教育・研究に続き大学の第三の使命と位置づけられました。さらに，2007

年の「教育基本法」の改正において，「大学は，その目的を実現するための教育研究を行い，その成果を

広く社会に提供することにより，社会の発展に寄与するものとする」と明文化され，大学にはこれまでの研

究・教育の他に社会貢献が求められる時代となりました。少子高齢化社会をむかえるなかで，その波は大

学経営を直撃し，多様な学生のニーズに応える質の高い教育は困難な状況にあると考えられます。 

また，大学がその知の中心に据えてきた形式知，学問知の限界が語られるようになり，実務的な教育・

研究によって会得できる実践知が注目を集めいている今日，大学の教育・研究は大きな見直しを迫られて

いる現実があります。こうした大学教育を取り巻く状況をふまえると，大学に求められる「社会貢献」は，大

学教育が最優先すべき重要な課題となってきました。そして，大学は「知の宝庫」であるとともに地域社会

に貢献し得る「人材の拠点」でもあります。 

これからの高等教育には「課題探求能力の養成」とこれを実現するための「教育研究システムの柔構造

化」が求められています。大学を軸として地域社会・産業界，さらには国際社会との連携・交流を一層深め，

ローカルとグローバルの両視点を備えた時代を担えるグローカルな人材を育成するためには，地域連携活

動を軸とした学生教育や研究を推進していくことが求められると考えられます。 

このような時代の要請に応えるためには大学を起点とし，国内外の地域社会・産業界との連携・交流に

関する実践と研究の体系化が求められます。さらに，これらの実践的活動を担う人材の育成に関する教

育・研究も重要な課題となります。社会の多様化が進む現代，私たちはこれらの必要性を痛感し，そのた

めの実践と研究の場を設け，さまざまな学問領域を横断して大学地域連携を考える学会として，ここに大

学地域連携学会を設立いたします。 

 

賛助会員年会費 一社一口 30，000円 以上 

 ＊2021 年度の入会した場合のみ，会員資格期限は 2022 年度末までとなります。 

 

会員特典 

1.本学会ホームページへのバナー広告の無料掲載 

2.学会大会参加費無料 

 

申し込み方法 

賛助会員のご登録は，以下のフォームからご登録ください。 

 登録フォーム： https://forms.gle/XcpJ9xh6XJ11cRVVA 

 

問い合わせ先 

大学地域連携学会事務局 〒101-8360 東京都千代田区神田三崎町 1-3-2 越澤亮研究室内 

E-mail：admin@reg-coop.org  ※お申し込みのご連絡やお問合せは，可能な限りメールにてお願い致します。 


